Hans von Marees. His Frescoes in the German Marine-Zoological Station in Naples I by Kosaka, Kazuharu
ハンス・ フォン・マレーの「ナポリの
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(昭和58年5月20日受理)
※図版におけるM.―G.とは, Meier―G aefe,
Juhus:Hans von Marees. Bd. 2, A/1unchen
1909における図版を指し,G.L.はGerlach―
Laxner, Uta:Hans von Marees. Munchen
1980における図版をいう。
1
ナポリ湾に面した にカラッチォーロ通 り"沿いの,今日のヴィッラ・コムナーレ (市立公園)の
まん中に, ドイツの動物学者アントン・ ドー ルン (Anton Dohrn)によって設立されたナポリ臨海











































人であったコンラー ト・ フィードラーの援助により,コッペル家の庭に自分用のア トリエを建てて
もらって,制作していた。母国 ドイツになじめず,イタリアヘの思いが彼の内部で大きくなってい
たより
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図14 A. フォィアーバハ メデア
油彩による下絵第二版 1867年
元ベルリー ン国立美術舘所蔵 焼失
図15 A. フォイアーバハ メデア
油彩 1870年
ミュンヘン新絵画館
ハンス・ フオン・マレーの「ナボ リのフレスコ画」について (上)115
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図24 P.d.シャヴァンヌ
白い岩 油彩 1869-1872年頃
ロンドン マールバロー面廊
図9の部分
油彩習作 子供の群像

